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情
報
化
社
会
に
対
応
す
る
教
育
を
推

進
す
る
た
め
、「
情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
」
が
新
た
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
短
大
と
大
学
に
分
散
し
て

い
た
情
報
関
連
の
教
育
施
設
を
一
か

所
に
集
中
さ
せ
る
こ
と
を
最
大
の
コ
ン

セ
プ
ト
と
し
て
「
情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
新
館
」
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
別
館
の
図
書
資
料
館
（
旧
総
合

情
報
セ
ン
タ
ー
）
や
国
際
交
流
語
学
学

習
セ
ン
タ
ー
（
旧
国
際
セ
ン
タ
ー
）
な

ど
と
双
方
向
で
、

情
報
提
供
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
情
報
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
新
館
」

で
は
、
メ
デ
ィ
ア

関
連
の
教
育
・
研

究
に
必
要
な
機
材

を
多
数
整
備
し
た
「
バ
ー
チ
ャ
ル
ス
タ

ジ
オ
」、
語
学
学
習
の
た
め
の
機
能
が

充
実
し
た
「
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
ラ
ボ
」、
五
十

台
の
パ
ソ
コ
ン
が
設
置
さ
れ
た
「
Ｐ
Ｃ

教
室
」、
最
新
の
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ

三
十
台
が
設
置
さ
れ
た
「
Ｍ
ａ
ｃ
教

室
」、
八
十
五
台
の
パ
ソ
コ
ン
が
設
置

さ
れ
た
「
Ｐ
Ｃ
学
習
室
」
な
ど
に
よ
り
、

学
生
た
ち
の
情
報
関
連
学
習
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し

ま
す
。

❷
「
情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」

卒
業
生
と
母
校
を
つ
な
ぐ

場
と
し
て
、
二
〇
〇
五
年
四

月
に
卒
業
生
セ
ン
タ
ー
が
開

設
さ
れ
ま
し
た
。大
学
・
短
大
・

高
校
の
卒
業
生
、
並
び
に
大

学
院
の
修
了
者
と
の
架
け
橋

と
な
る
べ
く
、
常
磐
を
卒
業
さ
れ
た
皆
様

へ
の
支
援
を
念
頭
に
掲
げ
た
様
々
な
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
予
定
で
す
。

ま
ず
、
卒
業
生
相
互
の
交
流
を
活
性

化
す
る
目
的
と
し
て
、
二
〇
〇
五
年
二
月

に
同
窓
会
館
が
竣
工
さ
れ
ま
し
た
（
上
記

「
利
用
案
内
」
参
照
）。
同
窓
会
総
会
や

幹
事
会
な
ど
で
す
で
に
利
用
さ
れ
た
方
も

多
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ク
ラ
ス
・

サ
ー
ク
ル
・
ゼ
ミ
等
の
会
合
に
も
利
用

で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
会
館
で
旧
交
を
温
め
て

く
だ
さ
い
。

次
に
、
卒
業
し
て
も
常
磐
を
身
近
に

感
じ
て
も
ら
う
た
め
、
常
磐
独
自
の
カ
ー

ド
の
発
行
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
図
書

館
や
そ
の
他
法
人
施
設
の
利
用
等
、
様
々

な
特
典
を
付
加
し
て
い
く
予
定
で
す
。
同

窓
生
に
と
っ
て
の
ス
テ
イ
タ
ス
カ
ー
ド

に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
の
他
に
も
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
の
開
催
と
い
っ
た
新
し
い
企
画
等

が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
順
次
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.tokiw

a.ac.jp/
̃aac/

）
に
掲
載
さ
れ
ま
す
の
で
、ご
確
認

く
だ
さ
い
。

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

皆
さ
ん
は
卒
業
さ
れ
て
か
ら
常
磐
を

振
り
返
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　

学
校
法
人
常
磐
大
学
で
は
、
卒

業
生
の
方
へ
、
同
窓
会
館
の
原
則

無
料
利
用
等
、
様
々
な
支
援
、
サ
ー

ビ
ス
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

皆
さ
ん
が
常
磐
に
対
し
て
求
め
る

サ
ー
ビ
ス
や
情
報
は
た
く
さ
ん
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？　

気
が

付
い
た
点
、
ご
意
見
、
ご
感
想
等

が
あ
り
ま
し
た
ら
当
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
卒
業
生
ひ
と
り

ひ
と
り
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た

だ
き
、
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
更
に
は
、

母
校
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
。

こ
の
辺
り
で
一
息
、
旧
友
・
旧
師

を
懐
か
し
み
、
学
生
時
代
を
過
ご
し

た
常
磐
を
振
り
返
る
時
間
を
共
有
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

卒業生センター長
手 島   弘 之

卒
業
生
セ
ン
タ
ー
長 

手
島
弘
之
さ
ん
〔
人
間
科
学
部
10
期
卒
〕

の
お
話

「学校法人常磐大学　同窓会館　利用案内」（抜粋）
《利用区分》
区分 主な利用者と使用目的例

Ａ
1) 大学・短大・高校・幼稚園・大学院の同窓会の役員会・総会など
2) 卒業生が開催する1クラス会、2ゼミナール会、3各種サーク
ル活動のOB・OG会など

Ｂ
1) 在学（校）生の諸活動
2) 教職員（現・元）の諸活動
3) 各学校の後援会やPTAの会合や諸活動

Ｃ 同窓会の会員が代表者となる諸活動　注１

Ｄ 地域住民の会合や諸活動　注２

Ｅ その他（企業・団体・各種法人）の諸活動　注３

注１：絵画・書道・彫刻などの展覧会、結婚パーティー、その他の活動など
注２：近隣地域の町内会・老人クラブ・趣味の会・子ども会の集会など
注３：研修会・勉強会など

《利用に関する一般的諸注意》
１．「会館」利用の予約申込は、使用月の２ヶ月前の１日（休日の場合は翌日）
から受け付けます。窓口にお越しくださるか、または電話でお願いします。
２．「会館」の利用時間は、午前９時から午後９時までです。
なお、休館日は以下のとおりです。ご注意ください。
（１）大学の夏季一斉休業期間中（８月中旬の約１週間）
（２）大学の冬季一斉休業期間中（１２月下旬～１月上旬の約１週間）
（３）その他、大学が決めた臨時の休館日
３．「会館」の使用料金は、利用区分ごとに異なります。詳しくは卒業生セン
ターまでお問い合わせください。

【お問い合わせ】 

学校法人常磐大学
卒業生センター
（Alumni Association Center）

〒310-0036
　茨城県水戸市新荘1-7-26

Tel ＆ Fax : 029-231-8162
（事務取扱時間：平日9時～17時）

http://www.tokiwa.ac.jp/̃aac/
E-mail: aac@tokiwa.ac.jp

Alumni
Association
Center

卒
業
生
セ
ン
タ
ー
開
設
!

卒
業
生
と
母
校
の
架
け
橋
に

■発行：常磐大学同窓会
■編集：常磐大学同窓会事務局
　水戸市見和1丁目430－1（常磐大学内）
　電話 029.232.2511（代）
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E-mail  dosokai@tokiwa.ac.jp         URL  http://www.tokiwa.ac.jp/~dosokai/WIND  OF  TOKIWA



（2）

二
〇
〇
六
年
が
明
け
た
。

昨
年
は
大
学
、
大
学
院
、
短
大
、
高
校
、

幼
稚
園
の
各
同
窓
会
の
連
絡
機
関
と
し
て

連
合
同
窓
会
が
発
足
し
、
卒
業
生
と
母
校

を
つ
な
ぐ
場
と
し
て
卒
業
生
セ
ン
タ
ー
が
新

設
さ
れ
た
。
ま
た
同
窓
会
館
の
オ
ー
プ
ン

な
ど
同
窓
会
活
動
を
支
援
す
る
体
制
が
整

備
さ
れ
た
一
年
だ
っ
た
。

常
磐
大
学
同
窓
会
と
し
て
は
、
昨
年
に

会
報
「
と
き
わ
の
風
」
を
創
刊
し
、
こ
う
し

て
二
号
を
皆
さ
ま
に
お
届
け
で
き
て
大
変
嬉

し
く
思
う
。
今
年
三
月
に
は
、
人
間
科
学

部
二
十
期
、
国
際
学
部
七
期
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
振
興
学
部
三
期
の
卒
業
生
た
ち
が
社

会
に
巣
立
っ
て
い
く
。
常
磐
大
学
の
卒
業

生
は
す
で
に
七
〇
〇
〇
名
を
超
え
、
同
窓

会
会
員
も
五
〇
〇
〇
名
を
超
え
た
。
今
年

も
同
窓
会
に
と
っ
て
飛
躍
の
年
に
な
る
よ
う

努
力
し
た
い
と
思
う
。

本
年
も
ご
支
援
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。（
Ｔ
）

人間科学部 教授
被害者学研究科教授

阿部　昌信
北海道大学大学院教育学研究科修士課
程修了。
専門：社会工学、行動計量論、情報処理。
日本行動計量学会会員。人間科学部助
教授を経て1992年4月より現職。

学 生 支 援 事 業 報 告

卒
業
生
の
皆
さ
ん
お
元
気
で
す
か
？

開
学
か
ら
二
十
二
年
、
一
学
部
二
学

科
、
教
員
二
十
四
名
で
ス
タ
ー
ト
し
た

大
学
は
、
い
ま
で
は
三
学
部
、
三
研
究

科
（
大
学
院
）
に
な
り
、
情
報
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、
五
つ
の
セ
ン

タ
ー
が
雨
後
の
竹
の
子
の
よ
う
に
出
来

ま
し
た
。
最
近
で
は
、
中
学
校
を
開
校

す
る
と
云
う
話
も
あ
り
ま
す
。

組
織
が
大
き
く
、
盤
石
に
な
る
に
し

た
が
っ
て
、
開
学
時
か
ら
お
ら
れ
た
教

員
は
数
人
が
残
る
だ
け
で
、
ほ
と
ん
ど

が
新
し
い
教
職
員
に
か
わ
り
ま
し
た
。
一

つ
の
組
織
の
寿
命
は
約
二
十
年
と
云
う

話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

話
が
本
当
で
あ
る
な
ら
組
織
や
教
職
員

が
新
し
く
な
る
の
は
、
理
に
か
な
っ
て
い

ま
す
が
、
一
抹
の
寂
し
さ
を
感
じ
る
今

日
こ
の
頃
で
あ
り
ま
す
。

い
ま
ま
で
に
巣
立
っ
て
い
っ
た
学
生

は
優
に
五
千
人
を
こ
え
ま
し
た
。
同
窓

会
と
も
な
れ
ば
、
遠
く
は
九
州
博
多
、

岩
手
、
仙
台
、
東
京
な
ど
か
ら
多
く
の

卒
業
生
が
集
ま
っ
て
き
て
、
一
気
に
、
当

時
の
記
憶
が
よ
み
が
え
り
ま
す
。
社
長
業
の

人
、
部
下
を
十
二
、三
人
従
え
て
バ
リ
バ
リ

仕
事
を
し
て
い
る
人
、
子
育
て
に
専
念
し
て

い
る
人
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
や
花
屋
な

ど
を
起
業
し
て
独
立
し
て
い
る
人
、
作
家
活

動
を
し
て
い
る
人
等
々
、
卒
業
生
の
生
き
の

良
い
話
を
聞
い
て
若
返
え
っ
た
気
分
に
な

れ
る
の
は
、
非
常
に
楽
し
い
こ
と
で
す
。

と
こ
ろ
で
私
の
ゼ
ミ
の
近
況
は
と
云
う

と
、「
よ
く
遊
び
、
よ
く
学
び
、
社
会
に
役

立
つ
こ
と
を
す
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
夏

と
冬
の
合
宿
と
飲
み
会
は
、
毎
年
途
絶
え

る
こ
と
な
く
続
け
て
い
ま
す
。
最
近
は
、
他

の
ゼ
ミ
と
合
同
で
ス
キ
ー
の
合
宿
に
行
く

こ
と
も
あ
り
、
卒
業
生
も
参
加
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。
ゼ
ミ
の
就
職
率
は
不
況
に
あ
え
い

だ
、
こ
こ
三
・
四
年
で
さ
え
九
十
四
％
に
達

し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
高
就
職
率
を
維
持

で
き
る
の
は
、
卒
業
生
の
皆
さ
ん
が
社
会
や

職
場
で
活
躍
し
一
定
の
評
価
を
受
け
て
い

る
こ
と
と
、
先
輩
が
後
輩
の
面
倒
を
見
て

く
れ
て
い
る
こ
と
の
表
れ
で
あ
る
と
、
い
つ

大
学
横
の
川
に
鮭
が
遡
上
し
た

MESSAGE

も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

さ
て
開
学
以
来
、
大
学
が
力
を
注
い
で

い
る
こ
と
の
一
つ
に
情
報
化
教
育
が
あ
り
ま

す
が
、
二
〇
〇
五
年
五
月
に
情
報
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
私

は
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
五
年
先
、
十
年
先

を
予
測
し
な
が
ら
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
化

と
モ
バ
イ
ル
化
を
前
提
に
し
た
「
ビ
ジ
ネ

ス
実
践
教
育
」と「
情
報
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
」

の
育
成
に
力
を
入
れ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
兆
円
産
業
と
も
云
わ
れ
て
い
る
Ｃ

Ｇ
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ア
ー

ト
、
Ｃ
Ｍ
制
作
、
Ｗ
ｅ
ｂ
デ
ザ
イ
ン
等
々

の
人
材
の
育
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
被
害
者
学
の
大
学
院
で
は
東
京
芝

浦
に
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
校
し
、

水
戸
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
接
続
し
て
遠

隔
授
業
を
始
め
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
も
、
一

コ
マ
授
業
を
教

え
て
い
ま
す
。

ド
ッ
グ
イ

ヤ
ー
、
マ
ウ
ス

イ
ヤ
ー
と
も
云

わ
れ
る
情
報
化

時
代
に
、
常
磐

大
学
は
教
職
員

が
一
丸
と
な
っ

体
育
会
活
動
報
告（
春
季
）

編
集
後
記

【
掲
載
文
募
集
】

同
窓
会
事
務
局
で
は
、
会
報
「
と
き
わ
の
風
」
に
掲
載
す
る
会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
の
投
稿
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
日
々
の
雑
感
・
近
況
報
告
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。（
編
集
の
都
合
上
八
〇
〇
字
程
度
で
お
願

い
し
ま
す
。）
な
お
、
掲
載
さ
れ
た
方
に
は
、
薄
謝
で
す
が
、「
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
」
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

（
送
付
先
）
〒
三
一
〇
ー
八
五
八
五　

常
磐
大
学
同
窓
会
事
務
局  

ま
た
は
、dosokai@

tokiw
a.ac.jp

☆情報満載の同窓会ホームページも是非ご覧下さい。　　http://www.tokiwa.ac.jp/̃dosokai/

て
、
社
会
や
企
業
が
必
要
と
し
て
い
る

人
材
を
育
て
る
た
め
に
、柔
軟
に
、ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
対
応
し
て
い
く
組
織
に
変
貌

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

先
人
の
教
え
に
も
あ
り
ま
す
が
「
何

事
を
す
る
に
も
人
の
た
め
に
働
く
と
思
え

ば
、
不
平
不
満
が
出
て
来
ま
す
。
自
分

の
た
め
で
あ
る
と
思
っ
て
」、
常
に
切
磋

琢
磨
し
て
仕
事
に
励
ん
で
下
さ
い
。
そ

し
て
、
い
つ
の
日
か
、
親
子
揃
っ
て
常

磐
大
学
の
同
窓
生
に
な
っ
て
く
れ
る
日

が
来
る
こ
と
を
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。
考

え
た
だ
け
で
も
こ
ん
な
す
ば
ら
し
く
、
心

わ
く
わ
く
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い

ま
話
題
の
鮭
が
川
を
遡
上
す
る
光
景
を

見
る
よ
う
で
も
あ
り
ま
す
。

　

二
〇
〇
五
年
十
一
月
十
一
日
記

熊　谷　　　豪さん「人間科学部15期」
吉　田　成　利さん「国際学部１期」
柏　淵　貴　一さん「コミュニティ振興学部１期」
柏　淵　恭　子さん「コミュニティ振興学部１期」
（旧姓　平塚）
松　田　憲　治さん「コミュニティ振興学部２期」

ご結婚された方

最近１年間で、同窓会事務局が把握している情報を掲
載しています。みなさまの情報提供をお待ちしています。

第23回ときわ祭が、2005年10月29日、30日に開催さ
れました。同窓会では、学生支援事業として毎年5万円の資
金援助をしています。

今回のテーマは「“trend”＝ときわ祭～心
の進み行く先は…～」。ときわ祭に訪れるこ
とで現代の流行を体感し、自分の個々の終
着点を見出す手助けができる学園祭にしたい
という思いが込められているそうです。
４組のお笑い芸人を招いた「お笑いライブ
inTOKIWA」や「由美かおる講演会」「マジ
レンジャーショー」はもちろんのこと、ゼミ
ナールの研究発表、音楽サークルによるラ
イブ、模擬店などにたくさんの人が集まり、
2日間で7,138名が訪れる盛況ぶりでした。
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